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こ
の
た
び
、
堀
金
公
民
館
長
を
拝
命

し
、
生
涯
学
習
と
地
域
づ
く
り
の
推
進

の
一
翼
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、
心
の

豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
求
め
て
市
民
の

学
習
ニ
ー
ズ
は
増
し
、
多
様
化
・
高
度

化
し
て
き
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
高
齢
者
や
独
り
暮
ら
し
世
帯

が
増
え
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
が
大
事
な
キ
ー
ワ

ー
ド
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

3
月
4
日
～
23
日
ま
で
の
20
日
間
、

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」

の
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
で
「
第
5
回
安

曇
野
市
総
合
芸
術
展
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
延
べ
１
３
０
０
人
が
訪
れ

た
。出

展
作
品
は
、
絵
画
18
点
、
水
墨
画

7
点
、
書
道
25
点
、
写
真
15
点
、
工
芸

18
点
、
彫
刻
・
彫
塑
9
点
の
合
計
92
点

で
、
各
地
域
文
化
祭
で
の
出
展
作
品
が

展
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
豊
科
近
代
美
術

館
と
の
連
絡
通
路
を
開
放
し「
友
の
会
」

の
絵
画
部
展
と
同
時
期
に
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
来
場
者
の
増
加
を
図
っ
た
。

う
な
中
、
高
齢
者
や
子
ど
も
を
含
め
た

多
様
な
年
齢
層
が
集
ま
り
、「
楽
し
か

っ
た
。
ま
た
や
り
た
い
。
も
っ
と
や
り

た
い
。」
と
、
共
有
し
合
え
る
機
会
や

場
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
不

易
と
流
行
の
視
点
を
加
味
し
、
将
来
的

な
公
民
館
活
動
の
在
り
方
も
展
望
し
つ

つ
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
よ
り

地
域
に
密
着
し
た
活
動
、
そ
し
て
関
係

す
る
諸
団
体
が
連
携
・
協
働
で
き
る
よ

う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

微
力
な
が
ら
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
高
校
生
が
制
作
し
た
ト
マ

ト
や
ス
マ
ホ
が
描
か
れ
た
絵
画
作
品
、

共
同
で
制
作
し
た
マ
ク
ラ
メ
、
今
話
題

と
な
っ
て
い
る
真
田
幸
村
の
甲
冑
な
ど

も
展
示
さ
れ
印
象
的
な
作
品
が
揃
っ

た
。期

間
中
、
設
置
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
年
々
、
向
上
し
て
い
る
」「
毎
年

続
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
言
葉
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。

平
成
28
年
度
は
、
改
善
点
も
検
討
し

な
が
ら
更
な
る
発
展
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

◎
「
集
い
」「
学
び
」「
憩
い
」
の
場
と
し
て
の
公
民
館

４
月
１
日
付
で
公
民
館
長
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▼
豊
科
公
民
館
長　

内
川　

丈
夫
男
（
再
任
）
▼
穂
高
公
民
館
長　

中
田　

光
男
（
再
任
）

▼
三
郷
公
民
館
長　

千
國　

温
（
再
任
）
▼
堀
金
公
民
館
長　

山
田　

賢
一
（
新
任
）

任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
２
年
で
、
明
科
公
民
館
長
の
任
期
は
、
平
成
28
年
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

公
民
館
長
選
任
さ
れ
る

堀
金
公
民
館
長　

山
田　

賢
一

幅
広
い
世
代
の
市
民
作
品
集
ま
る

第
5
回
安
曇
野
市
総
合
芸
術
展
開
催

安曇野市

中央公民館
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豊
科
公
民
館
は
、
昭
和
42
年
の
開
館

以
来
、
地
域
の
学
習
活
動
や
交
流
の
場

と
し
て
多
目
的
に
利
用
さ
れ
、
長
き
に

わ
た
り
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
新
耐
震
基
準
適
用
以
前
の

建
物
で
あ
り
、
老
朽
化
も
激
し
い
こ
と

か
ら
平
成
26
年
9
月
か
ら
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
た
。

耐
震
補
強
、
内
外
装
の
改
修
の
他
、

新
た
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
ト
イ

レ
を
設
置
。
ホ
ー
ル
は
、
座
席
や
照
明

を
一
新
し
た
。
ま
た
、
安
曇
野
市
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
社
会
教
育

と
学
校
教
育
の
複
合
的
な
教
育
施
設
と

な
っ
た
。

を
斉
唱
し
た
。ま
た
、地
元
の
豊
科
北
、

豊
科
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
安

曇
野
市
太
鼓
連
盟
の
威
勢
の
良
い
太
鼓

演
奏
が
披
露
さ
れ
完
成
を
祝
っ
た
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
豊
科
公
民
館
が
、

地
域
の
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

豊
科
公
民
館

三
郷
公
民
館

4
月
27
日
午
前
10
時
か
ら
、
改
装
さ

れ
た
三
郷
公
民
館
講
堂
で
、
多
数
の
来

賓
や
工
事
関
係
者
、
宮
澤
市
長
以
下
市

職
員
な
ど
が
列
席
し
て
、
三
郷
支
所
・

三
郷
公
民
館
の
し
ゅ
ん
工
式
が
挙
行
さ

れ
た
。

築
35
年
を
経
た
三
郷
公
民
館
は
、
建

物
本
体
お
よ
び
冷
暖
房
施
設
の
劣
化
な

ど
に
伴
う
改
修
を
行
っ
た
。
ま
た
、
耐

震
補
強
の
工
事
と
講
堂
の
音
響
設
備
工

事
に
加
え
、
三
郷
支
所
の
併
設
に
伴
う

一
部
増
築
工
事
も
併
せ
て
行
っ
て
き
た

が
、
3
月
末
日
に
全
て
の
工
事
が
終
わ

し
ゅ
ん
工
式
は
、
3
月
27
日
に
ホ
ー

ル
で
関
係
者
約
２
５
０
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
、
式
典
で
は
、
宮
澤
市
長
の
あ

い
さ
つ
を
は
じ
め
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞

が
あ
り
、
ま
た
、
設
計
・
施
工
業
者
か

ら
記
念
品
と
し
て
「
あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス

工
房
」
制
作
の
オ
ブ
ジ
ェ
「
5
つ
の
し

ら
べ
」（
写
真
右
上
）
が
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
5
つ
の
町
村
が
一

つ
に
な
り
安
曇
野
市
が
誕
生
し
、
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

願
い
表
現
し
た
も
の
で
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ

エ
の
壁
面
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

安
曇
野
市
消
防
団
音
楽
喇ら
っ
ぱ叭
隊
の
フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
合
わ
せ
た
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
に
引
き
続
き
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、市
歌
「
水
と
緑
と
光
の
郷
」

を
安
曇
野
混
声
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
か

ら
始
ま
り
、
会
場
に
い
た
全
員
で
市
歌

り
、
4
月
11
日
に
三
郷
支
所
、
翌
12
日

に
三
郷
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン
と
な
っ

た
。リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
三
郷

公
民
館
は
、
施
設
の
一
部
を
除
き
全
館

下
足
の
ま
ま
で
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

た
。
新
た
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
さ

れ
て
2
階
の
利
用
が
便
利
に
な
り
部
屋

も
一
室
増
え
た
。
ま
た
、
ダ
ン
ス
や
音

楽
な
ど
に
利
用
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
が
新

設
さ
れ
た
。
講
堂
は
、
音
響
改
善
の
た

め
の
音
響
板
が
新
設
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ

も
低
く
し
、
ホ
ー
ル
利
用
の
座
席
数
は

２
６
０
席
ま
で
設
置
可
能
で
あ
る
。
公

民
館
の
施
設
全
体
が
明
る
く
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

公
民
館
ロ
ビ
ー
の
東
側
に
隣
接
す
る

「
安
曇
野
市
三
郷
支
所
」
は
南
に
面
し

事
務
室
が
設
け
ら
れ
、
支
所
の
業
務
を

行
う
地
域
課
職
員
、
公
民
館
の
館
長
と

社
会
教
育
指
導
員
が
勤
務
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
声
を
か
け

て
も
ら
い
た
い
。

3
公
民
館
完
成

明るくなったロビー
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平
成
27
年
8
月
か
ら
の
堀
金
支
所
等

改
修
工
事
が
完
了
し
、
4
月
1
日
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
、
同
月
27
日
に
し
ゅ
ん
工
式
が

行
わ
れ
た
。

堀
金
支
所
『
等
』
と
あ
る
よ
う
に
、

今
回
の
工
事
に
よ
り
堀
金
支
所
は
複
合

施
設
と
な
り
、
１
階
に
は
市
役
所
支
所

機
能
お
よ
び
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

が
、
2
階
に
は
堀
金
図
書
館
、
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
お
よ
び
学
習
室
が
、
3
階
に
は

堀
金
公
民
館
が
入
り
、
別
館
は
調
理
実

習
棟
と
な
っ
た
。

な
お
、
3
階
の
堀
金
公
民
館
は
、
会

議
室
が
4
部
屋
、
創
作
室
が
１
部
屋
、

ス
タ
ジ
オ
が
2
部
屋
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。今

回
の
工
事
に
よ
り
ス
タ
ジ
オ
が
新

堀
金
公
民
館

　

下
押
野
を
流
れ
る
五
カ
用
水
は
、
上

押
野
で
内
川
用
水
か
ら
取
水
し
、
下
押

野
山
麓
を
回
っ
て
犀
川
左
岸
段
丘
を
塩

川
原
、
荻
原
、
中
村
、
小
泉
に
至
り
、

先
人
の
苦
労
を
映
し
て
い
る
。
下
押
野

地
区
は
、
そ
の
お
か
げ
で
養
蚕
農
家
や

飯
米
農
家
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
で
は
、
明
科
唯
一
の
工
場
団
地
を

有
し
て
い
る
。

　

公
民
館
の
役
員
は
、
1
期
2
年
を
務

め
る
が
、
半
数
が
交
代
す
る
仕
組
み
づ

く
り
が
定
着
し
て
い
る
た
め
、
事
業
推

進
は
停
滞
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

最
近
団
地
が
で
き
て
、
現
在
地
区
に

は
約
２
３
０
戸
あ
る
。
新
し
い
人
々
と

の
交
流
も
う
ま
く
い
き
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く

れ
る
人
も
多
く
、
住
み
や
す
い
地
域
で

あ
る
。

　

社
会
体
育
事
業
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
戦
参
加
。
春
・

秋
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
延
べ

70
人
が
参
加
。
そ
の
他
、
あ
や
め
ス
ポ

ー
ツ
大
会
、
市
民
運
動
会
、
川
西
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
あ
る
。

　

夏
に
集
会
セ
ン
タ
ー
広
場
で
行
う
納

涼
祭
は
、
盆
踊
り
、
余
興
、
バ
ザ
ー
な

ど
、
３
５
０
人
が
参
集
す
る
住
民
交
流

の
唯
一
の
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
他
団

た
に
設
け
ら
れ
、床
が
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、

壁
に
は
姿
見
鏡
が
取
り
付
け
ら
れ
て
、

ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
な
ど
の
活
動
に
最
適
な

場
と
な
っ
た
。

調
理
実
習
棟
は
、
調
理
台
の
増
設
、

調
理
器
具
の
拡
充
な
ど
、
多
様
な
調
理

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
記
事
で
全
て
の
機
能
を
紹
介
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ぜ
ひ
一
度
お

越
し
い
た
だ
き
、
新
し
く
な
っ
た
堀
金

公
民
館
を
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

体
と
の
共
催
事
業
で
行
っ
た
人
権
講
座

で
、
明
科
の
歴
史
な
ど
を
学
ん
だ
。
健

康
講
座
で
は
、
音
楽
で
広
げ
よ
う
仲
間

の
輪
、
し
め
縄
講
習
会
は
評
判
が
良
か

っ
た
。

　

諸
会
議
、諸
事
業
な
ど
を
含
め
る
と
、

席
を
温
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

高
齢
化
社
会
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
伝
統

を
つ
な
い
で
い
け
ば
、
マ
ン
ネ
リ
化
は

あ
っ
て
も
、
新
し
い
工
夫
が
ま
た
生
ま

れ
て
く
る
も
の
だ
と
思
う
。　

　

下
押
野
地
区
公
民
館
長　

村
井
龍
彦

地
区
公
民
館
だ
よ
り

下
押
野
地
区
公
民
館（
明
科
）

スタジオ 2
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穂高人形・御船祭保存会
保尊教室教室長
　　　山田　孝さん

私
は
一
生
懸
命

グ
ル
ー
プ
紹
介

「
リ
コ
・
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
」
は
、
三

郷
公
民
館
で
活
動
を
続
け
て
い
る
フ
ラ

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
平
成
25
年

度
に
三
郷
公
民
館
が
開
催
し
た
フ
ラ
ダ

ン
ス
講
座
の
参
加
者
20
人
で
結
成
し
、

発
足
3
年
目
を
迎
え
た
。

会
員
は
、
会
社
員
や
主
婦
な
ど
、
40

代
か
ら
70
代
の
女
性
で
構
成
し
、
地
区

在
住
の
森
島
も
も
子
さ
ん
を
講
師
に
、

毎
月
3
回
、
火
曜
日
の
夜
に
三
郷
公
民

館
で
練
習
を
続
け
て
い
る
。
平
成
28
年

４
月
に
同
館
が
改
修
さ
れ
、
ミ
ラ
ー
貼

り
で
新
装
さ
れ
た
快
適
な
環
境
の
ス
タ

ジ
オ
２
０
１
が
練
習
会
場
に
な
っ
た
。

サ
ー
ク
ル
の
活
動
目
標
は【
楽
し
く
】

が
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。
楽
し
み
の
先
に

穂
高
人
形
・
御
船
祭
保
存
会
に
は
、

保
尊
教
室
が
あ
り
、
そ
の
教
室
長
を
務

め
る
。
人
形
師
の
保
尊
和
夫
さ
ん
に
先

生
を
お
願
い
し
活
動
し
て
い
る
。
生
徒

は
地
域
、
年
齢
、
性
別
を
問
わ
ず
誰
で

も
い
つ
で
も
参
加
で
き
る
。
ま
た
、
製

作
材
料
、
費
用
は
保
存
会
か
ら
賄
わ
れ

て
い
る
。

現
在
の
生
徒
数
は
12
人
で
、
う
ち
１

人
は
女
性
だ
。
矢
原
区
の
吉
原
さ
ん
、

穂
高
区
の
渡
部
さ
ん
は
現
在
中
学
１
年

生
で
、
小
学
5
年
生
か
ら
研
修
を
し
て

い
る
。
月
2
回
、
日
曜
日
の
午
後
に
先

生
か
ら
指
導
を
受
け
る
。

昨
年
の
製
作
は
、市
庁
舎
の
開
庁
時

に
「
も
の
ぐ
さ
太
郎
」、
嵩た

け
の
す下
の
館た
て
み
や宮

神
社
の
御
船
「
鞍
馬
山
の
牛
若
丸
」、

や
ま
び
こ
ド
ー
ム
に
て
穂
高
神
社
遷

宮
祭
Ｐ
Ｒ
「
真
田
幸
村
・
大
助
父
子
」、

　

新
年
と
新
年
度
の
二
つ
の
切

り
替
え
時
を
持
つ
日
常
の
中

で
、
ま
た
新
年
度
が
始
ま
っ
た
。
日
々

が
続
く
延
長
線
の
季
節
と
暦
に
合
わ
せ

た
尺
度
の
上
で
、
新
し
い
環
境
に
踏
み

出
す
人
が
い
る
。
一
方
、
昨
日
と
同
じ

周
期
で
今
日
を
迎
え
、
毎
日
何
も
変
わ

【
優
雅
さ
・
美
し
さ
・
優
し
さ
】
を
目

指
し
て
い
る
。
練
習
も
常
に
女
性
ら
し

く
を
意
識
し
て
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
衣
装
の

パ
ウ
ス
カ
ー
ト
を
身
に
付
け
る
。
基
礎

を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
、
ス

テ
ッ
プ
が
身
に
付
く
ま
で
、
の
ん
び
り

練
習
す
る
。

結
成
直
後
の
平
成
26
年
、
三
郷
祭
に

参
加
し
て
発
表
し
、
芸
術
文
化
協
会
に

加
盟
し
て
活
動
が
活
性
化
し
て
い
る
。

三
郷
祭
の
出
演
ご
と
に
衣
装
を
作
る
こ

と
に
し
て
一
年
間
の
楽
し
み
も
増
え

た
。
そ
の
間
、「
三
郷
夏
祭
り
」
明
科

の
「
あ
や
め
ま
つ
り
」
へ
の
出
演
や
、

社
協
、Ｊ
Ａ
あ
づ
み
「
あ
ん
し
ん
の
里
」

な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
活
動
を

続
け
て
き
た
。年
2
曲
を
習
得
し
て「
カ

イ
マ
ナ
ヒ
ラ
」「
プ
ア
マ
ナ
」「
プ
ア
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」「
ア
ロ
ハ
ウ
ク
レ
レ
」

「
エ
フ
リ
マ
コ
ウ
」
を
披
露
す
る
。

活
動
は
舞
踊
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
持
つ
伝
統
芸
能
と
し
て

の
歴
史
的
な
背
景
や
伝
承
を
学
ぶ
座
学

の
時
間
を
設
け
て
い
る
。
歌
詞
の
中

の
「
こ
と
ば
」
を
読
み
取
り
、
歌
の
意

味
を
知
り
、
内
容
の
理
解
に
努
め
て
い

る
。
手
の
動
き
の
一
つ
一
つ
に
意
味
が

あ
り
、
曲
の
内
容
に
添
っ
た
衣
装
が
あ

る
。
歌
の
心
が
伝
わ
る
よ
う
に
気
持
ち

を
込
め
て
、
日
々
の
練
習
を
重
ね
て
い

る
。パ
ウ
ス
カ
ー
ト
を
身
に
ま
と
え
ば
、

思
い
が
体
を
揺
り
動
か
し
て
、
誰
も
が

日
常
か
ら
離
れ
、
ダ
ン
サ
ー
に
な
る
。

会
長
・
大
谷
直
子　

連
絡
先
・
三
郷

公
民
館
（
77
・
２
１
０
９
）

東
京
銀
座
八
十
二
銀
行
に
「
鬼
女
・
紅

葉
」、
穂
高
文
化
祭
に
は
「
佐
野
源
佐

衛
門
・
北
条
時
頼
の
鉢
の
木
物
語
」、

１
月
に
若
年
層
人
形
講
座
と
し
て
合
戦

の
ぼ
り
旗
作
り
を
行
っ
た
。

3
月
に
穂
高
南
小
で
「
松
下
禅ぜ

ん
に尼

が
障
子
の
切
り
張
り
で
北
条
時
頼
に
質

素
検
約
を
諭
す
」
を
展
示
し
た
。
遷
宮

祭
の
関
係
は
１
月
か
ら
毎
週
土
日
の
午

後
、
人
形
や
必
要
部
品
、
背
景
部
品
を

製
作
。
4
月
か
ら
は
穂
高
区
、
睦
友
社

の
皆
さ
ん
に
協
力
し
ス
テ
ー
ジ
作
り
を

行
っ
た
。

遷
宮
祭
飾
り
と
の
関
わ
り
は
、
昭
和

38
年
に
社
会
人
と
な
り
、
穂
高
区
の
祭

青
年
会
睦
友
社
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
そ
の
青
年
会
は
、
昭
和
53
年
に

一
度
解
散
し
た
が
、
そ
の
後
、
祭
典
保

存
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
新
し
い
睦

友
社
の
再
興
に
も
携
わ
っ
た
。
平
成
14

年
に
は
社
長
と
し
て
遷
宮
祭
飾
り
を
行

い
、
現
在
も
社
員
と
し
て
参
加
し
続
け

て
い
る
。
こ
の
間
足
掛
け
54
年
、
今
回

で
8
回
の
遷
宮
祭
飾
り
に
関
わ
っ
て
き

た
。
今
後
も
地
域
の
貴
重
な
文
化
資
産

の
御
船
祭
を
伝
承
し
て
い
く
活
動
を
仲

間
と
共
に
続
け
て
い
き
た
い
。

ら
な
い
状
況
に
い
る
人
も
い
る
。
昨
日

が
今
日
、
今
日
が
明
日
を
繰
り
返
す
立

場
の
人
ほ
ど
、
切
り
替
え
時
の
環
境
を

心
の
姿
勢
に
享
受
し
た
い
。
安
曇
野
市

が
、
公
民
館
が
変
わ
っ
て
い
く
。
市
民

は
共
に
歩
む
道
を
見
据
え
新
年
度
を
区

切
り
と
し
た
い
。（
Ｔ
・
Ｙ
）　

リ
コ
・
フ
ラ
サ
ー
ク
ル（
三
郷
）

欅


